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早いもので大震災からまもなく１年、アラブの春・ＥＵ危機等々大きな変化もあり、我々の人生観・生き方等にも大き
な影響をもたらしつつあるこの頃です。好ましい地域社会の発展に尐しでも寄与したいものです。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
企 画 活 動
周囲に血が飛び散る等々・・・大騒ぎ、その最中「長男
＝８期生へのＯＢ会活動説明会１２月１０日（土）＝
が海にサーフインしに行くと言っていた」事を思い出し
市民大学二年生への標記説明会を、授業終了後のホー
て連絡したが通じない。脳味噌がぐちゃぐちゃ？になっ
ムルームにて開催いたしました。
て涙がぼろぼろ止まらなかった。夜には血圧が上がり医
最初ＯＢ会活動全般について小林から、部会活動、特
師から精神安定剤の服用を勧められた。夜が明けてやっ
に今期発足した歌街部会の活動について岡さんから、そ
と連絡が取れ、病院中歩き回っていた自分が嘘のようで
して最後に“ＯＢ会へ入会した感想”を川和田さんから
笑い転げた。
説明いたしました。
しかしその後テレビに映った悲惨な情景に絶句し再び
そして８期生から２３名の方々が新たに入会すること
悲しみに襲われた。
になりました。会員の皆様方よろしくご指導・ご鞭撻い
そして再び脳裏に拉致被害者の苦悩を自分の事の様に
ただきますとともに新戦力のご活躍にご期待願います。
ひしひしと感じ始め“他人事ではない”私たちでできる
（小林義和）
事は“なーんだ？”とずーと考えていた。
拉致被害者の悲しみや苦しみなど忘れがち？あくせく
＝寄稿「拉致問題を考える川口の集い」へ参加して＝
昨年 11 月の企画委員会において提案された
「拉致被害
しなければ生きていけない？現代社会ではあるが、私は
者家族の話を聞く会」開催への準備活動として１月２８
当時の気持ちを絶対忘れたくない。
日（土）の標記集いに川和田さん＋1 名と菅井さんが参
横田さんが「早くこの胸に抱きしめたい、もう白髪頭
加され次の報告を寄せられました。
の私たち、生きているうちに帰して！」とか細い声で悲
しそうに・・母としての訴えに感動した！
生の声を聴く事ができて本当によかった！
是々非々を皆で考える良い機会でした。
（川和田政子）
協 働 活動
＝＝第５回やしお健寿の集い１２月１０日（土）＝＝
今回は市制４０周年記念事業としてメセナに於いて開
催されＯＢ会から司会２名・接待２名が参加いたしまし
た。
１１時からの健寿式では『日本一健康なまちとなるよ
う願っております 』等との松田温昭・生涯学習まちづく
（講演する横田早紀江さん）
り財団理事長の式辞があり、参加者７８名の内６０・７
主催：川口市、共催：拉致問題を考える川口の会
０・８０・９０歳２４名の方々への記念品贈呈、来賓の
参加者：３５０名（1/29 付け朝日新聞による）
方々からそれぞれ祝辞を賜りました。
講演者：荒木和博さん（特定失踪者問題調査会代表）
続く健康元気村塾長の田中聖英先生による講演『健康
飯塚繁雄・横田早紀江・増元照明・飯塚耕一郎さん（家
で長生きするための秘訣』では次の八つの視点から、ユ
族連絡会代表）
ーモア溢れる有意義なお話しをお聞きし、一同“元気に
≪感 想≫
長寿を生きる道しるべ”を授かりました。
（１）発生から４０年近くになる拉致問題が未だに進展
①健康長寿の秘訣は自分自身で見つける。②よくないと
が見られないことに家族会の皆さんの悲鳴とも聞こえる
思われる生活習慣は直ちに是正する。③毎日笑顔で、楽
訴えでした。そして微力ながら何らかの支援をしなくて
しく声を出し、会話する。④1 日に 10 回ぐらいありがと
はいけないと、強く感じました。（菅井耕治）
うと思って、声に出して感謝する。⑤早寝・早起・朝ご
（２）拉致被害者の家族の事を真剣に考え始めたのは昨
飯を継続実行する。⑥転倒しない・急がない・無理しな
年大震災が発生したその日。私は病院に入院し午後２時
いこと。⑦腹八分目、ゆっくり、よく噛んで食べること。
頃から点滴をされていた。激しい揺れで注射針が抜けて
⑧人生はその時まで、その時をどう迎えるかはその人次
第である。是非実行したいものだと痛感いたしました。
その後「交流タイム」へ移って、参加者全員がアトラ
クションを見ながらおしゃべりを楽しみ、和やかな内に
もお開きとなりました。 （木村進）
＝＝八潮街並みづくり１００年運動（報告）＝＝
２/９日八潮らしい家づくりを目的とする
「家づくりガ
イドライン」について“八潮の魅力を紹介したり・家づ
くりアイデア集を加える等”が検討されました。
今後市内事業者へ周知したり・建て主を支援する仕組
みづくり等についても検討される予定です。
（小林義和）
＝＝「水辺の楽校」2 月 20 日協議会（報告）＝＝
発足以来 8 回にわたる協議を経て、
今年 2 月 15 日に本
「水辺の楽校プロジェクト」が国交省「かわまちづくり」
計画へ登録されたこと。
今後「レイアウト等の設計作業」～25/4 以降「水路掘
削などの工事」～「夏頃仮オープン」となる予定である
との報告がなされました。
中川の自然環境空間を生かした本楽校が未来を担う八
潮の子供たちの遊び場・自然を学ぶ場として彼らを育む
ことが期待されます。
我々ＯＢ会は、今後も設計作業や運営に関する協議等
に参加する所存です。
（辻 征夫）
＝＝セカンドライフ（イキイキ過ごす極意）講座＝＝
市社会福祉協議会主催による恒例の「退職後如何に有
意義にすごすか」をテーマに１月４日からセカンドライ
フ講座が 4 回にわたり開催されました。
ＯＢ会は第４回目のテーマ「新たなステージにふみ出
すためには」のアドバイザーとして参加いたしました。
そして「市民によるボランティア団体を創って活動す
る」とのテーマで５グループに分かれて議論し、２グル
ープでは具体的な日程を決めて活動することとなりまし
た。成果が期待できます。
（小林義和）
＝＝２３年度大学院研究発表 ２月４日（土）＝＝
今回はメセナ会議室での開催となりました。
学長挨拶に続き次の５テーマについて研究成果が発表
されました。
（１）
「首都直下地震に備える」石川義紀氏
（２）
「中川低地における地震災害のリスクと課題」
豊田享美氏
（３）
「食育：八潮市の特産品で私の非常食」酒匂宣夫氏
（４）
「小学校における農業体験学習 の意義と
八潮市での実践効果」篠田昇氏
（５）
「食育で病気に負けない身体づくり：八潮の食育」
山崎喜久氏
その後指導された筑波大学・院梅本通孝講師、女子栄
養大学大石みどり講師そして八潮市松澤利行教育総務部
長からそれぞれの発表について講評がなされました。
地震に対する「防災は学問に止まるのではなく活かさ
れなければならない」との梅本先生のお言葉に納得させ
られ、また八潮市の特産品をいかした食育発表は今すぐ
にでも役立つ実践的な発表内容でした。
（小林義和）
＝２３年度大学自主研究発表会２月１８日（土）＝
メセナ集会室にて、次のテーマについて８期生５グル
ープが発表しました。
（１）八潮市民におけるインターネット利用状況と
今後の課題
（２）町会に関する研究
（３）葛西用水を楽しく・美しくドリームプラン
（４）やしおの観光大作選
（５）街の夜空の星が見えなくなったのはどうして、
原因は何か
アンケート調査や近隣市町村への現地調査等・・地に
足を着けた地道な取り組みをしてまとめ・提案等も極め
て具体的な内容の発表でした。
最後に石黒副学長から「グループ研究・発表では 人
それぞれの得手・不得手をお互いが埋めて行くことが大
事で、成果について全員で喜びをわかちあってもらいた
い。
」との講評が印象的でした。
（小林義和）
＝＝＝学長懇話会での提案が具体化（報告）＝＝＝
昨年「学長懇話会」にて７期生酒匂宣夫氏が提案した
多田学長直筆の「やしお市民大学」表札（下の写真）が
完成いたました。生涯楽習館に掲示されます。
（左から：裏面＆表面）
市当局の皆さま方のご理解・ご協力に感謝いたします。
（小林義和）
ボランテア委員会
＝わたし達のボランテア活動（レポートその３）＝
１月最後の日曜日の午後将棋クラブに参加している
池渕勉さんを市商工会館 2 階へ訪ねた。７組が対戦中、
観戦者が 5～6 人。
池渕さんは、かの朝ドラ“ゲゲゲの女房”で脚光を浴
びた境港市のご出身、海山等自然豊かな環境で育ち、社
会へ出てからは重電メーカーのエンジニアとして日本各
地の事業所等で勤務した転勤族だそうです。
当市へは２５年程前東京への転勤を機に持ち家を決断、
通勤に便利で自然豊かな処を候補に探すも、最終的に当
時中学生だった一人娘の転校を第１に、ポイントは学校
でのいじめ問題、八潮に決めたそうです。
市民大学 1 期生募集記事に“地域のリーダー養成”と
あったため一瞬躊躇したが相談したら「気楽に応募して
下さい」と勧められ入学して様々な情報を得ました。
長い転勤暮らしのため新天地八潮には知人がほとんど
いない？一人で仲間へ入るのには勇気がいる？地域へ溶
け込むためにはどうしても仲間づくりが欠かせなかった
そうです。
加えて奥さんが長く医療・福祉関係に関係される傍ら
手話通訳のボランテア活動にも携わっており、娘さんも
同じ方向へと進んで「家庭内で一人取り残されたとの想
い」も入学された動機の一つであったと振り返っておら
れました。
家族内での溝を埋めたいとの想いで大学院 1 期生では
“福祉関係”を、更に勧められるまま 2 期生で“環境関
係”を専攻されます。
卒業後は自然に『つながるネットワーク八潮』へ、更
に『川をきれいにする会』へも加入されます。
その後頼られるまま“つながるネット”の事務局長と
して年間計画の立案から実施に向けコーデネートしテー
マの実効ある推進に努めているそうです。
また“きれいにする会”では中川のフラワーパークを
拠点に年間行事に併せて清掃活動を継続されており、そ
の甲斐もあってか「かっては使った弁当の残滓が捨てら
れていたが、最近は持ち帰ってもらえるようになった」
そして海辺の自然豊かな故郷への想いを胸に
「
“川に抱か
れた八潮”の実現に尐しでも貢献できたら？」と嬉しそ
うに話されていたのが印象的でした。
そして最後に「課題は我々の想いを引き継いでもらえ
る後輩を育てることです」ときっぱり！（戸井昌之）
＝高齢者支援ネットワークへの登録状況（報告）＝
現在まで２７名の方々にご登録いただきました。
市内全域に住むＯＢ会員にご参加いただければ市内を
隈なくカバーできる有効なネットワークとなりますので
今後ともより多くの会員の方々のご理解・ご協力・ご参
加を得て地域支援活動の育成・強化を図ってまいりたく
存じます。
（小林義和）
部 会 活 動
＝＝＝料理部会伊勢の自治会出前講座＝＝＝
平成 23 年 10 月 1 日（土）10 時より伊勢野自治会館に於
いて 29 名が参加し「郷土料理を味わう・秋の味覚でおも
てなそう」とのコンセプトで実施されました。
１． 色のバランス良く、ボリュームたっぷりに盛り付け
された「鮭といくらの腹子飯」はカロリーを低く抑えら
れた健康食
２．野菜・油揚げ等をやわらかく煮込んで醤油味に、小
麦粉・白玉粉を混ぜて耳朶の固さに練り上げた“はっと”
を入れた宮城県の郷土料理「はっと汁」
３．熱々のご飯に秋野菜のてんぷらとなめこ下ろしを載
せてお茶を注いで味わいたい「秋の味覚の寄せ揚げ・な
めこ下ろし」
≪高齢化社会を健康に過ごすための食習慣とは何か？≫
を考える良い機会となりました。
（根岸知子）
＝＝＝料理部会お楽しみ会１２月１７日（土）＝＝＝
今回は恒例のお楽しみ会、メニューは“ワインご飯・
カニピラフ・鶏肉ロール・鮭のマリネ・マカロニサラダ・
ポテトフライとウインナー・肉だんご・白菜のスープ等”
と豪華。
八幡公民館に集合し早速各班に分かれて３０人分の調
理に取り掛かる。私は魚のマリネづくりから・・。
何時も男性の包丁さばきの見事さと段取りの良さに感
心し、きっと素敵な旦那様をこなしているのだろうな・・
と憧れる？
パーテイと聞いただけで高ぶる気持ちを制しながら沢
山の野菜を切り、男性陣が捌き・揚げた魚をマリネ液に
漬け込む。やがて他の班からもそれぞれの料理が出来上
がって美味しい匂いが漂ってくる。
パーティ会場は隣の中馬場公民館、料理を運び込み、
多田学長はじめ来賓の方々の到着を待ってパーティが始
まった。ご挨拶をいただいている間も既にお腹がグーグ
ー鳴り始まる。
そしてひたすら料理を口に運び、珍しいワインの炊き
込みご飯も美味しく頂いた。
加減」
「繋ぎに使った山芋の産地」
「細く長めに切るコツ」
「茹で上げ＆食べ頃のﾀｲﾐﾝｸﾞ」
「香り漂う‘鴨南蛮’の語
源由来」等お蕎麦屋さんでは聞けない含蓄も美味しく味
わえました。
一段落して余興の部へ、それぞれの自慢の喉と歌街部
会メンバーによる『川に抱かれて＆聖夜』の美しいハー
モニーに聞き惚れつつ、誰かが作ってくれた酎ハイが身
体に沁みわたる。
手造り料理と楽しい雰囲気に浸ってほろ酔い気分！
皆さんに感謝しつつ家路へとついた。
（工藤京子）
＝＝＝愛 eye 会料理教室２月１１日（土）＝＝＝
八幡公民館調理室に於いて「愛 eye 会（＆ボランテア
の方々）
」と共に４班に分かれ次の４品を作りました。
①「クラッシュ・ゼリー：グレープ味」②「炊き込み蟹
チャーハン」③「鶏肉ロール」④「はっと汁」
先ずは調理方法を 1 品づつ説明して仕上げ、そして次
のメニューへと進めて順に 4 品を完成させました。
（ワタシャあんたの「そば」がイイ）
これからもとろろ芋同様切れ目なしで細長く「そば」
でイイから皆さんとの繋がりを大事にしたいと思いまし
た。やっぱり「そば」がイイ？（酒匂宣夫）
＝＝＝ 園芸部会 ＯＢ花壇２月２８日（火）＝＝＝
１１月上旬“冬～春向け”にパンジーとビオラを植えつけ
ました。
今、彼らは厳しい寒さに耐えながら春を待っており、それ
でも少しづつ花を咲かせ始めました。
２月中旬「フラワーパークを育てる会」のメンバーと一緒に
ガザニア、デイジー等も植えつけました。
もう少し暖かくなったら綺麗に咲き、皆様の目を楽しませ
てくれる事と思います。
3 月 12 日から始まる“花桃祭り”を楽しみにお待ちくださ
い！。（野崎省三）
野菜を洗って刻んだり・混ぜたり、皆一生懸命でした。
目の不自由な方々を支えながら一緒に調理するボランテ
アの方々の姿に、
日頃の活動が偲ばれ感動さえ覚えました。
皆さんと共に食べた料理の美味しかったこと！楽しかっ
たこと！幸せだったこと！・・・・・感激しました。
途中、地震が発生しユラユラしましたが大事に至らずホ
ットしました。
（清水一枝）
＝＝＝蕎麦会報告２月２３日（木）＝＝＝
「蕎麦打ち教室」へ初参加。
‘ 練り 10 年’ ‘切り 10
年’‘つゆ一生’と聞きますが薄井師範の「粉分量」
「水
＝＝＝ 歴史部会 １２月１８日（日）＝＝＝
参加者２３人の願いが天に通じたか雲一つ無い青空の
下、出発し首都高速に乗ったとたん歓声「富士が見える」
「スカイツリーも」
。みんな心ワクワク。西へ向かうにつ
れ富士山は姿を変えながら徐々に大きくなっていく・・
９時半最初の目的地三嶋大社へ到着し、ガイドの案内
で探訪開始。三嶋大社は奈良・平安時代の古書にも記録
が残っている歴史ある大社で、中世以降武士の信仰が厚
い。特に伊豆に流された源頼朝が源氏再興を祈願し成功
以来武門の崇敬を集め、東海道に面し伊豆の玄関口とし
て天下に名を知られた。
本殿他、重要文化財多く、樹齢１２００年と伝えられ
る金木犀のある境内の一角では氏子達が鳥居に飾る注連
縄造りに精を出していた。
大社を出て白滝公園に向かう。遊歩道の右は富士の湧
水を満々とたたえる桜川、浅緑・濃緑・黄緑、いろいろ
な色の水草が清らかな流れの中で踊っている様は何とも
清々しい。左には牧水や子規等の文学碑が並ぶ。
白滝公園はこの流れの上流にあり、湧水が音を立てて
流れている。
次に楽寿園を訪ねる。ここは明治維新で活躍された小
松宮彰人親王が別邸として造営したもので、昭和２７年
から三島市の管理になったとか。富士山噴火の際に流れ
出た溶岩や湧水池、多種の植物が素晴らしい。
昼食は三島の名店“うなよし”のウナギ丼、絶品！。
これだけでも今回の旅は満足。食後の話に花が咲き、店
を出ると順番待ちの行列が長々と。待ち時間無しで食し
た我々は、いつもながら幹事さんの手配の良さに感謝。
次は箱根の山中城址公園へ。戦国時代末期、北条氏が
造ったが土だけで固めた山城のため、豊臣の小田原攻め
では半日で落城したとか。この公園は三島市が箱根旧街
道の石畳と共に、埋もれた堀を掘り起こし山城の形骸を
復活整備しており、公園内何処からも富士山の眺めは抜
群、場所を移動するたびに眺めが変わりガイドさんも自
慢そうに案内してくれた。帰途は箱根峠を越え、畑宿で
寄木細工・木象嵌の技巧を解説してもらい、小田原では
鈴廣の蒲鉾を土産品に帰路についた。
都内ではライトアップされた東京タワーが目の前に、
尐し疲れた我々を元気付けてくれた。天候に恵まれ全て
に満足の探訪でした。
（田中 求）
＝＝＝ ＝＝ 俳句部会 「現況報告」＝＝＝＝＝
平成 23 年度、9 月・10 月・11 月と準備会そして勉強
会を経て12月8日より実質第一回の俳句部会を開催しま
した。
すでに 12/8 ・1/12 ・2/9 と文化スポーツセンターの
研修室を借りまして午後2時30分より句会を開いており
ます。部員は 7 名ですが、講評をお願いしている
西森さん、石井さんの他は皆さん初めてで、句作に四苦
八苦したり、楽しんだりの会合です。
皆さんの参加をお待ちしています。
（部長岡 薫）
期 内 活 動
＝＝３期生：木曽路旅行での旧友との再会＝＝
かの嶋崎藤村の「夜明け前」は“木曽路はすべて山の
中である・・”で始まる。
私達三期生９名は、晩秋１１月１６＆１７日、木曽路
への旅に行ってまいりました。
二日間とも快晴に恵まれ、
初日は霊峰富士や八ヶ岳の山々の見事な紅葉に彩られた
雄大な姿を眼に焼き付けて一路木曽路へと向かいました。
江戸から近江草津へ至る旧中山道の６９宿場のうち六
分の一、１１宿（南から馬籠、妻籠、三留目、須原、上
松、福島、宮ノ越、薮原、奈良井、そして一番北の贄川）
が木曽路にあって「木曽１１宿」と呼ばれていたそうで
す。
それぞれの宿場には今もなお、往時の暮らしや歴史の
面影が、色濃く自然の中に溶け込んで何とも言えぬ風情
や香りを漂わせているような？・・・そんな雰囲気を感
じました。
そして今回の旅で八潮から参加した私達は共に学んだ
同期西村さんの元気なお姿にも再会することができ、改
めて「三期生の絆」を再確認することができました。
（浜野正子）
【編集後記】
・快晴に恵まれた２月２８日（火）の昼、久々にフラワ
ー・パークを訪ねました。
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